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研究成果の概要（和文）：周囲の重要臓器のために、根治線量の処方が困難である膵癌等に対する放射線治療法の確立
は非常に重要な課題である。我々は独自に開発した新規体内可変型スペーサーを用いて、治療時のみ重要臓器を腹部腫
瘍から物理的に遠ざけ、放射線照射を行う治療法の開発を行った。同時に還元型CoQ10の放射線防護効果に着目しマウ
スを用いた実験を行った。新規スペーサーを大型実験動物体内に埋植し放射線照射を行うことで、腸管へのダメージを
低減させ、腫瘍への線量集中性の向上に成功した。また還元型CoQ10を放射線照射前に経口投与することにより、小腸
での放射線誘発のアポトーシスを減少させ、マウスの生存率が向上することを確かめた。

研究成果の概要（英文）：Radiotherapy for pancreatic cancer is difficult to deliver curative dose because 
of risk organs surrounded pancreas. To overcome this problem, we developed a novel radiotherapy method 
using a novel absorbable spacer. And, we also confirmed the radioprotective effect using Reduced CoQ10. 
From our experiments, a novel spacer can reduce the radiation damage of intestine, and Reduced CoQ10 can 
suppress the generation of apoptosis induced by radiation in the intestine. As a result, the survival 
rate of an experimental animal in this study was improved.

研究分野：放射線科学

キーワード： 放射線治療　放射線防護　膵がん
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様 式

１．研究開始当初の背景
日本の死亡率
上回っており、さらに高齢化が急激に進んで
いることも影響し、より低侵襲で治癒率の高
い治療法の開発が望まれている。放射線治療
は低侵襲治療の代表であり、
療は空間線量分布に優れ、次世代の低侵襲が
ん治療の筆頭である。申請者の在学する神戸
大学と兵庫粒子線医療センターは連携して、
粒子線治療の臨床的、放射線生物学、
医学物理学、トランスレーショナルリサーチ
を融合させ、現在までに難治がんの新たな治
療法の創出に取り組み、現在の医療技術では
解決できない課題を多く見出し
の申請は、切除不能例ではほぼ生存率がゼロ
である膵臓がんや、その他の腹腔、骨盤内の
難治がんに対して、放射線療法を軸とした新
規治療法の開発を目指す。
 
２．研究の目的
本研究は放射線・粒子線治療において従来は
腸管等との位置関係のために根治線量を処
方することが困難であった膵臓がん等の深
部がんの放射線治療に対して、
発した吸収性スペーサーを用いて治療時の
み腫瘍と腸管の距離・空間を創造し、
らに経口投与で十二指腸や少量の還元型コ
エンザイム
臓がんの放射線
at risk: OAR)
の線量と影響を低減させるハイブリッド腸
管防護法を高精度放射線治療に融合させ、難
治がんに対する次世代の新規治療法を提案
することを目的とする。
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３．研究の方法
抗酸化物質である還元型
素材を用いたスペーサーによる腸管防護放
射線治療ハイブリッド腸管防護法の確立を
目的として研究を行う。
① マウス・ラットにおいて還元型
体内動態の評価と毒性を確認する
② 大型実験動物を用いて
ーの生体安全性、吸収率を測定し、最適な吸
収性スペーサーを作成する。
③ マウス・ラットにおいて、
の投与方法（タイミング、期間等）の違いに
よる放射線防護作用の効果について評価を
行う。
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ことによる大きな炎症反応等は認められな
かった
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③ 還元型
前、照射前
前と試した結果、照射前
投与で最も良い結果が得られた。さらに、照
射後
蛍光染色した結果、照射単独群
と比較して、
な減少を認めた
に示すように
は生存率の

図 6. 

 
スペーサーはある程度の完成を遂げつつあ
るが、還元型
く解明する必要がある。さらに、スペーサー
埋植時は開腹手術が必要なため、
治療法とは言い難く、スペーサーの埋植法に
関しては更なる検討が必要である。
今後は膵がんラットを用いた上記の詳細な
検討、併用効果の確認実験を考えている。
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